


















































欠点もありましたむ GIF形式の持は 1踊像 1ファイノレで、提供していたので、
されるのに要する時間は一瞬でしたが、 PDFにすると、数ページの爵橡そ 1ブァイノレに
するので、表示に多少時間がかかりますむとくに、粛軍事やカラー写真など解像度の
にそれが顕著で寸。ブロードバンドの時代とはいん、
また、本学は多数の貴重喜を電子化しているのにも持ち
ブエースが uPACだけであるのも少しもったいないような気がしま
ようにもっと見せる工夫が欲しいところですD
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この 3年間で¥電子思議舘をとりまく環境に大きな変化がありましたむ護数の
に電子ジャ…ナノレ化を進めたのです。平成 11年4月に龍子関書館で提供していた
タイトル数は 60誌程度でしたが、 3停後には3，500誌にまで増えました。現在では出張
社の戦略により有料化されているものがほとんどのようですが、当初は冊子体購読に村
加されたサービスとして、無料で購読できるものが多かったものですむ ElsevierScience
、大手出法社のものは代理屈が購読手続を代行してくれますが、そうでなし
ら出窓社毎に、 activateとしづ手続をすることになりますG 手続がスムーズにい
かない場合は、ヘノレフoデ、スクと、たどたどしい英語でメーんのやりとり合しなければな
りません。無料のタイトルをせっせと発掘して手続を行いたいところですが、どうして
も後半に回ってしまいます。利用者からリクエストされて手続を行う日々でし
チムの更改時期にあたり、携帯電話すーピス、動画
り込み、ピゲーション、図書館メーノレサ…ピスなどを新規サ…ピスとし
新しいシステムへの更改準髄を平成13年度当初から慌しく進めまし
ち、先噂的竜子密書結のブ口ジェクト校に対して、きびしく
から
また、この頃か
間われ始め
な組織として
る課題についてさまぎまな視点
のシンポジウムの関濯にも繋がっているのでしょ
でもありまし
し、平成 14
め
つ。
、古典資料係というずジタノレの世界とは対越の世界に所壊していますが、
に発行(書写)された吉籍にふれていると、紙の文化の壁史や、
力といったものを強く感じさせられます。デジタ
要なものですが、図書館に足を溜んで、も亘接京典にふれてみたいという
まち人目にふれなかった資料が公開されることにより、
いでしょうか。
こうして 3年間を振り返ると、国番館の「今jを現場で勉強させていただくという、
整沢な梓験をさせていただいたのだとつくづく思います。いろいろご指導くださっ
員会の先生方、上司や開僚の皆さんにこの場を借りてあらためてお礼を串し上げま
(うえはら・ゆき 国書館部構報シスチム
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